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2030年の世界地図帳 あたらしい経済とSDGs、未来への展望　　　SBクリエイティブ
落合陽一（ おちあい　よういち）　メディアアーティスト。1987年生まれ。東京大学大学院学際情報学府博士課程修了、博士（学際情報学）。筑波大学図書館情報メディア系准教授・デジタルネイチャー推進戦略研究基盤代表・JST CREST x　Diversityプロジェクト研究代表。著者の落合陽一は、学者、メディアアーティスト、実業家など多くの顔を持ち、「現代の魔法使い」と呼ばれる若手マルチタレントである。30歳で筑波大学学長補佐に就任したことでも話題になった。

概要：
落合陽一が、2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための共通目標であるSDGs（Sustainable Development Goals エス・ディー・ジーズ）について解説したのが本書である。SDGs達成の目標が2030年とされていることから、これを手がかりに2030年の世界を見通してみようというのが本書のもくろみである。

2019年の世界は、人類の文明が行き着いた巨大な混沌の中にある。2000年代からインターネットの普及によって本格化したグローバリズムは、GAFAMをはじめとするアメリカの巨大IT企業を生み出し、約14億人の人口を抱える中国は急激な経済発展によってアメリカと世界を二分する国家へと成長した。資本主義が世界全体を覆いつくす一方、貧富の差はますます拡大し、開発途上国のみならず先進国に暮らしていても、深刻な貧困に脅かされている人は珍しくない。テクノロジーの観点からの議論とSDGｓやパリ協定などの国際協調を俯瞰（ふかん）しながら考えることを通じて、本書が停滞や思考停止を突破し、読者の方一人ひとりの行動指針を立てるためのきっかけになれば、喜ばしい。（「まえがき」より抜粋） 


　2030年の世界を見通すSDGs。これから2030年までに何が起こるのだろうか。 未来を予測するためのデータには、様々なものがあるが、ひとついえるのは、これからの社会は今までとは全く違ったルールによって営まれるということ。 現在の世界はどうなっているのか、これから世界はどこに向かっていくのか。 SDGsの枠組みを借りながら、世界の問題点を掘り下げると同時に、今、起こりつつある変化についてのべてある。分類については、次のような分野でまとめてある。

（1）テクノロジー×地政学でみる世界の勢力図 
　GAFAM（グーグル、アマゾン、フェイスブック、アップル、マイクロソフト）による世界支配を推進するアメリカ、一帯一路で経済圏を拡大しようとする中国、SDGsやパリ協定を通じてイニシアチブを発揮しようとするヨーロッパ、未開拓の市場で独自のイノベーションを生み出すサードウェーブ(インド・アフリカ)。多様化する世界を紐解けば、それぞれの地域に独自の戦略が根づいていることが見えてくる。ニュースをひとつとってみても、まったく違う視点で世界をとらえられるようになるはずである。 

（2）一目で状況がわかる「地図」 
全編を通じて「地図」を多用し、世界の状況が一目でわかるようにしている。
 また、池上彰、大阪大学の安田洋祐、経済産業省の宇留賀敬一との対談も収録されている。
　　
目次：
はじめに―2030年の世界はどこに向かうのか
第１章　2030年の未来と４つのデジタル・イデオロギー（テクノロジーと人口で未来を俯瞰す　　る；５つの破壊的テクノロジーほか）
第２章　「貧困」「格差」は解決できるのか？―サードウェーブ・デジタルと、個人の可能性（貧困；教育）
第３章　地球と人間の関係が変わる時代の「環境」問題-GAFAMは「環境」と「資本主義」の対立を越えるか（環境；環境とエネルギーの地政学）
第４章　SDGｓとヨーロッパの時代―これからの日本の居場所を考える（「SDGｓ」というヨーロッパ式ゲーム；ヨーロピアン・デジタルの資本主義　ほか）

「SDGs（エスディージーズ）」とは2030年までに達成を目指す目標の具体的な解決策であり（、英語: Sustainable Development Goals）持続可能な開発のための17のグローバル目標と169のターゲット(達成基準)からなる、国連の開発目標である。「持続可能な開発」とは、長期にわたって豊かさを維持することができる開発である。これは、2015年の国連サミットで「持続可能な開発のための2030アジェンダ」として193の国連加盟国すべてが賛成した上で採択されて以降、年々注目度は上がっており、いまや企業にとっても避けて通ることが出来ない大事なテーマになっているとも言われている。そして全世界で必要とされていることが確実な開発目標である。
17つの目標を順番に並べるとつぎのとおりである。
1. 貧困をなくそう

2. 飢餓をゼロに

3. 全ての人に健康と福祉を

4. 質の高い教育をみんなに

5. ジェンダー平等を実現

6. 安全な水とトイレを世界中に

7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに

8. 働きがいも　経済成長も

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう

10. 人や国の不平等をなくそう

11. 住み続けられるまちづくりを

12. つくる責任　つかう責任

13. 気候変動に具体的な対策を

14. 海の豊かさを守ろう

15. 陸の豊かさも守ろう

16. 平和と公正をすべての人に　
17. パートナーシップで目標を達成しよう
感想：
この本では、国ごとの「歴史的背景」や「デジタルに対する向き合い方」の違いから、今後の世界のゆくえを考察している。貧困や格差、環境などの問題に対して、これまで世界がどう動いてきたのか、そして、今後どうなっていくのかを知るための参考になる。GAFAM（グーグル、アマゾン、フェイスブック、アップル、マイクロソフト）などのアメリカ勢力、BATH（バイドウ、アリババ、テンセント、ファーウエイ）などの中国勢力について、ヨーロッパの倫理の文化についても考察し、その中で日本はこれからどうしていけばいいかの指針が見えてくる。まずは、現状を知って考えることが必要と思う。
それらの中で特に興味深い部分について述べる：（本の中では、たくさんの図表や地図ともに詳しく書かれている）
１　2020年代のデジタル・イデオロギー

1 アメリカン・デジタルは、オープンソースを利用したイノベーションティブなものでGAFAM（グーグル、アマゾン、フェイスブック、アップル、マイクロソフト）がその代表である。
2 チャイニーズ・デジタルは、国家を後ろ盾にした資金潤沢な情報統制の上に成り立つものでBATH（バイドウ、アリババ、テンセント、ファーウエイ）がその代表である。
3 ヨーロピアン・デジタルは、伝統と文化のブランド力によって顧客にアピールするものである。ロレックス、メルセデスベンツ、カールツァイスなどがある。
⓸サードウェーブ・デジタルは、新種のイノベーションが一足飛びに生まれている地域で、タタモーターズ、Mペサなどが該当する。
2.ブロックチェーンで変わる2050年までの世界
下記により画期的なイノベーションが期待される。

①AIとブロックチェーンによる食料流通の管理でフードロスがなくなる。
②農業が自動化され、人件費が縮小されることで成長産業になる。
③人工的に培養された「培養肉」が商品化される。（2030年までに市場へ流通の可能性）
⓸ゲノム編集技術で遺伝病の克服が可能になる。
5 太陽光発電などの再生エネルギーが増加する。
6 住宅がスマートグリッド化し、電力の最適化が実現する。
7 高性能な同時翻訳が可能なAIによって言語の障壁が下がる。　　
3．人口の変化：　　　　2030年にインドが中国を抜き2050年にはナイジェリアをはじめとしたアフリカ勢諸国が目立っている。人口1位の中国は、高齢化で伸び悩む　　　　　　　　　
　　　　　　　2016年　　　　　2030年　　　2050年
1位　　　　　中国　　　　　　インド　　　　インド　
2位　　　　　インド　　　　　中国　　　　　中国
3位　　　　　アメリカ　　　　アメリカ　　　ナイジェリア
4位　　　　　インドネシア　　インドネシア　　アメリカ
5位　　　　　ブラジル　　　　ナイジェリア　　パキスタン

4．人口の変化によるGDPへの影響：　GDPは、中国、アメリカ、インドの3強。インドは、13億人の中の約半数が25才未満。  
　　　　　　　2016年　　　　　2030年　　　2050年
1位　　　　　アメリカ　　　　中国　　　　　中国　
2位　　　　　中国　　　　　　アメリカ　　　アメリカ
3位　　　　　日本　　　　　　インド　　　　インド
4位　　　　　ドイツ　　　　　日本　　　　　インドネシア
5位　　　　　イギリス　　　　ドイツ　　　　　日本
5.貧困と格差
1日1.9ドル未満で暮らす人々：7億3600万人。アフリカ大陸のサハラ砂漠以南に集中している。
しかし先進国では、物価が高くある程度の収入がないと健康で文化的な生活をすることは、できない。こうした先進国も裏側にある貧困を「相対的貧困」という。いわゆる格差の問題である。日本では、相対的貧困の占める割合は、15.7％、OECD加盟国の平均は、11.8％で日本は、OECD加盟国の中でも相対的貧困の占める割合が高い国となっている。
6.人間のあらゆる生活に必要な土地は？
人間の生活を支えるために必要な資源を土地の面積で算出したのが、エコロジカル・フット・プリントという。今のままの生活を続けるなら地球1.7個必要である。先進国の多くは、自国の国土の面積を超えている。そしてこれは、すでに地球が吸収、浄化できる能力を超えている。
7.SDGsの達成状況
2019年7月発表、14位までがヨーロッパである。
１位：デンマーク。2位：スウェーデン。3位：フィンランド。4位：フランス。
5位：オーストリア。　6位：ドイツ。7位：チェコ。8位：ノルウェー。9位：オランダ。
10位：エストニア
　SDGsは、ヨーロッパにとって有利な内容となっており、ヨーロッパは、その長い歴史の中で現代社会を基礎づける概念を数多く生み出してきた。民主主義、基本的人権、社会契約など。今の世界を成立させる根本的な考え方を形作り19世紀以降の世界の覇権を確立した。そして21世紀にヨーロッパは、再びその方法論を応用することでアメリカ、中国に次ぐ第三勢力としての存在感を年々増している。2020年代にヨーロッピアン・デジタルが存在感を高め、覇権を握る可能性がある。ヨーロッパに生まれた「法と論理」は、「情報」の場でしのぎを削るアメリカと中国に対抗しこれらの国に対し「理念」で打ち負かそうとしている。
8.まとめ：
1 2000年代は：情報テクノロジーの力のアメリカ。情報テクノロジーと人口の力の中国。
2 これからは：ヨーロッパ発祥の「SDGｓ」の理念の下で世界が制御されていく。
3 その後は：前近代から現在へ移行し人口の力でインド・アフリカが発展していく。
4 日本の進むべき道は、ヨーロッパ型、そして日本独自の「発酵文化」。
SDGsの目標は、世界のあり方を見るのにちょうどよい指標になる。上記からは、2030年に日本のバラ色の未来はない。しかし、対応はできると思う。GAFAMを擁するアメリカとBATHの中国が市場経済重視で世界のトップに君臨し続け、ヨーロッパはSDGsの価値観でそれに対抗する。それから「近代」を飛ばし独自の発展をするサードウェーブ（インドとかアフリカ）がある。　
著者は、歴史や文化をもつ日本は、ヨーロッパ型をめざすべきであり、グローバルなトップ争いに参加するよりも内側にこもることによって醸成される「発酵」の方へ特化していく方がよいと指摘する。日本には、味噌、醤油、日本酒など1000年以上の時を超えた「発酵文化」をもつ。ヨーロッパの作ったルールを利用しつつそこに日本独自の歴史や文化といった強味を乗せて戦うことが大切と思う。
著者が述べるように、日本は日本で、これまで築いてきたその文化・技術を基に自分の活動に組み合わせて（発酵文化）日本ならではの世界に立ち位置を見つけならねばならない。日本には、他の国々にはない、歴史と文化がある。日本は、テクノロジーと日本の伝統的価値を結びつけることで、新たな価値を生み出して行けると思う。それが今後の日本の進むべき道ではないだろうかと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　 以上                                                                               
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